
  

 

  

 

 

 

2026 年 10 月 30 日 

 

株式会社あいち銀行 

 

株式会社ワンダーランドとの 

ポジティブ・インパクト・ファイナンスの契約締結について 

 

 株式会社あいち銀行（代表取締役頭取  鈴木 武裕）は、株式会社ワンダーランド（本社 

愛知県日進市、代表取締役 佐々 佳広）と、ポジティブ・インパクト・ファイナンスの契

約を締結しましたので下記のとおりお知らせいたします。 

当行はこれからも、お客さまの多様化する資金調達ニーズに応え、SDGsの趣旨に賛同す

るお客さまとともに、持続可能な社会づくりを目指してまいります。 

記 

1. 融資概要 

契約締結日 2026 年 10 月 30 日（金） 

融 資 金 額 100 百万円 

融 資 期 間 5 年 

資 金 使 途 運転資金 

 

2. 株式会社ワンダーランドの概要 

本社所在地 愛知県日進市赤池町箕ノ手 2番地 583 

代 表 者 佐々 佳広 

事 業 内 容 

不動産の売買、仲介ならびに駐車場管理業務 

新築住宅、増改築、リフォーム工事、土木外構工事の設計 ・施工 ・管理 

不動産に関するコンサルティング業務 

土地、建物の有効利用に関する企画・調査・設計 

ホテル・カフェ運営 

設 立 1997 年 

 

  



  

 

3. 特定されたインパクトと測定するＫＰＩ（2031 年に向けた目標） 

(1) 住宅の安定供給、不動産流通促進による地域活性化への貢献 

① 2031 年 3月期までに仲介売上を 210 百万円に増加させる 

（2026年 3月期：85百万円、2025年 3月期：88百万円、2024年 3月期：58百万円） 

② 2031 年 3月期までに宅地売上を 227 百万円に増加させる 

（2026年3月期：133百万円、2025年3月期：136百万円、2024年3月期：140百万円） 

③ 2031 年 3月期までに新築住宅売上を 132 百万円に増加させる 

（2026年 3月期：34百万円、2025年 3月期：41百万円、2024年 3月期：63百万円） 

④ 2031 年 3月期までにリフォーム売上を 80 百万円に増加させる 

（2026年 3月期：61百万円、2025年 3月期：18百万円、2024年 3月期：27百万円） 

⑤ 2031 年 3月期までにホテル・カフェ売上を 41 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：23 百万円） 

(2) 環境に配慮した事業活動の展開 

① 自社（本社）の電力使用による CO2排出量ゼロを維持する 

（2026年 3月期：0ｔ-CO2、2025年 3月期：2.63ｔ-CO2、2024年 3月期：2.62ｔ-CO2） 

② 2031 年 3 月期までに注文住宅部門が建設する住宅の延床面積 1 ㎡あたりの廃棄

物量を 2026 年 3 月期比で 10％削減する 

（2026 年 3 月期：1㎡あたり 0.145 ㎥） 

※総延床面積：1,322.8 ㎡、総廃棄物量：192.4 ㎥ 

(3) 多様な人材が活躍・成長できる職場づくり 

① 労働災害件数ゼロを達成・維持する 

（2026 年 3 月期：1件、2025 年 3 月期：0件、2024 年 3月期：0件） 

② 2031 年 3 月期までに仲介営業パーソンの宅地建物取引士資格取得者を 8 名に増

加させる 

 （2026 年 3月期：4名） 

③ 2031 年 3月期までに女性営業パーソンを 10名に増加させる 

（2026 年 3 月期：6名） 

④ 2031 年 3月期までに外国人従業員を 1名雇用する 

（2026 年 3 月期：0名） 

 

 

 

  



  

 

＜記念盾贈呈式の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ワンダーランド         あいち銀行 

代表取締役 佐々 佳広 氏        赤池支店長 岡田 良太 

 

4. ポジティブ・インパクト・ファイナンスについて 

国際的な金融原則の枠組みに沿った融資商品で、お客さまの企業活動が環境・社会・経済

に及ぼす影響を包括的に分析・評価（以下、「インパクト評価」）します。インパクト評価に

より特定されたポジティブな影響の増大とネガティブな影響の低減に向けた取組みに対し

て目標（以下、「KPI」）を設定し、モニタリングを実施することで、当該取組みを継続的に

支援いたします。 

KPI の達成に向けて取り組む過程を対外的に発信することで、お客さまの社会的評価の向

上が期待されます。 

本商品では、当行と連携のうえ、株式会社栄町リサーチ＆コンサルティングがインパクト

評価とモニタリングを実施します。（※1） 

（※1）当行のポジティブ・インパクト・ファイナンス実施体系は、株式会社格付投資情報センター（R&I）

より、国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブ・インパクト金融原

則（PIF 原則）への適合についてセカンドオピニオンを取得しています。 

 

以 上 
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はじめに 

 株式会社栄町リサーチ＆コンサルティングは、株式会社あいち銀行が株式会社ワンダー

ランドに対し「ポジティブ・インパクト・ファイナンス（以下、PIF）」を実行するにあたり、

株式会社ワンダーランドの事業が「社会」「経済」「環境」に与えるインパクトの分析・評価

を行った。 

 なお、株式会社栄町リサーチ＆コンサルティングは、国連環境計画・金融イニシアティブ

（以下、UNEP FI という）が策定した「ポジティブインパクト金融原則」、及び、環境省が

策定した「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、株式会社ワンダーラ

ンドの事業活動を分析・評価し KPI を設定した。 

 

<融資条件概要> 

融資形態 証書貸付 

融資金額 100,000,000 円 

資金使途 運転資金 

融資期間 5 年 

 

１．企業概要 

（１）会社概要 

会社名 株式会社ワンダーランド 

設立年月日 1997 年 4 月 11 日 

資本金 30,000,000 円 

代表取締役 佐々 佳広 

事業内容 不動産の売買、仲介ならびに駐車場管理業務 

新築住宅、増改築、リフォーム工事、土木外構工事の設計・

施工・管理 

不動産に関するコンサルティング業務 

土地、建物の有効利用に関する企画・調査・設計 

ホテル・カフェ運営 

本社所在地 愛知県日進市赤池町箕ノ手 2 番地 583 

従業員数 46 名（2026 年 4 月現在） 

売上高 1,872 百万円（2026 年 3 月期） 

決算月 3 月 
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（２）沿革 

年月 概要 

1997 年 4 月 有限会社ワンダーランドを資本金 400 万円で名古屋市天白区に設立 

不動産売買・仲介業務を開始 

1998 年 4 月 有限会社ワンダーランドを日進市赤池に事務所移転 

分譲事業を開始 

2001 年 2 月 有限会社ワンダーホームを子会社として設立 

新築及びリフォーム部門を開始 

2003 年 4 月 有限会社ワンダーランドを資本金 1,000 万円で株式会社ワンダーラン

ドに組織変更 

2007 年 4 月 株式会社ワンダーランドを事務所移転 

不動産売買に加え、新築住宅・リフォーム部門を強化 

2011 年 10 月 有限会社ワンダーホームを株式会社ワンダーホームに組織変更 

2012 年 日進・東郷エリアで分譲事業展開 

2013 年 神の倉・箕ノ手展示場プロジェクト開始 

2014 年 日進・東郷エリア分譲事業展開 

2015 年 赤池町村東展示場プロジェクト開始 

2016 年 日進・東郷・長久手・名古屋エリアで分譲事業展開 

2017 年 岩崎町西ノ平展示場プロジェクト開始 

日進・名古屋エリアで分譲事業展開 

2018 年 蟹甲展示場プロジェクト開始 

日進エリアで分譲事業展開 

2019 年 5 月 株式会社ワンダーランドを新社屋へ移転 

レンタルスペース事業（ワンダースクエアドリームズ）を開始 

箕ノ手展示場プロジェクト開始 

2019 年 12 月 コインパーキング事業（ワンダーパーク）を開始 

2020 年 日進エリアで分譲事業展開 

2024 年 7 月 ホテル事業（ワンダーズホテル）を開始 

2025 年 1 月 ワンダーズカフェ＆バーの営業を開始 

 

 

（３）許可・認証取得一覧 

取得許可・認可 許可番号 

宅建業許可 愛知県知事（6）第 18214 号 

建設業許可 愛知県知事（特-8）第 65187 号 
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（４）営業拠点 

 

 

 

（５）経営理念 

 

  

出会いに感謝 

自由な発想で夢と感動を創造し 

ハッピーライフを応援します 

 

お客様、地域の皆様、取引業者様、社員やその家族、 

全ての方々との出会いに感謝します。 

住まいのプロフェッショナルとして、自由で独創的な発想から、 

皆様の暮らしが幸せで満ち溢れたものになるよう、 

全力でサポートいたします。 

経営理念 

【ロゴマーク】 

＜本店＞ ＜大府支店＞ 
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２．事業内容 

株式会社ワンダーランドは、愛知県日進市・大府市を中心に地域密着型で不動産売買・注

文住宅・宅地開発等の住まいに関する事業を幅広く展開している。顧客に寄り添った営業活

動を通じて、街づくりに貢献している。 

 

（１）不動産売買事業 

土地、戸建て住宅、中古マンションなど、さまざまな不動産の売買仲介を行っている。独

自のネットワークを活かして、不動産の購入や売却に関するさまざまなニーズに対応して

いる。  

創業以来培ってきた、日進市や大府市を中心とする地域密着型の営業体制と「お客様ファ

ースト」の丁寧なコンサルティング力を自社の強みとし、顧客に対して豊富な不動産情報を

迅速に提供することで、売主・買主双方にとって満足度の高いマッチングを実現している。 

 また、司法書士や行政書士・土地家屋調査士といった各分野の専門家とのネットワークを

有しており、不動産の売買時にはさまざまな手続きをスムーズに行うことができることか

ら、不動産取引に不慣れな顧客でも安心して取引を行うことができる。 

 

①不動産購入の流れ 
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②不動産売却の流れ 

 

 

（２）注文住宅事業 

「ワンダーホーム」のブランドで、完全

自由設計の新築注文住宅の提案・設計・施

工を行っている。 

自由度の高いデザイン力や、そのデザイ

ンを実現できる高い技術力を生かし、顧客

それぞれのライフスタイルに寄り添った

「世界でひとつだけの家」を提供している。 

また、不動産売買事業を手掛けている強

みを生かして、「土地探し+家づくり」一体

での総予算をあらかじめ顧客に示すこと

ができ、顧客が当初想定した予算とのミスマッチを防ぐことができる。 

営業エリアは日進市を中心とした近距離のエリアに限定しており、建築時の資材の輸送

コストを抑制するほか、住まいのトラブル発生時には迅速に対応することができる。 
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＜ワンダーランドの住宅建築の強み＞ 

 

 

 

＜アフターサービスの概要＞ 
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＜施工事例＞ 

 

 

（３）宅地開発事業（土地仕入れ・分譲地開発） 

 日進市・東郷町・大府市・刈谷市等を中心に、土地の仕入れ、企画、開発計画、宅地造成

工事までを自社一貫体制で展開している。 

同社の設計・開発力を生かし、単なる土地売買にとどまらず、10 年後・20 年後の地域の

未来を見据えた、安全で安心なまちづくりを行っている。 

 

（４）ホテル・カフェ事業 

 日進市内初のホテルとして、2024 年 7 月から、「ワン

ダーズホテル」を運営している。 

また、2025 年からはホテル内に「ワンダーズカフェ」

を開業している。ホテルならではの落ち着いた空間で、

宿泊客や地域住民に玄米や地元の新鮮野菜を使った料理

を提供している。 
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３．地域の課題解決に向けた取り組み 

（１）愛知県の指標 

 株式会社ワンダーランドは、愛知県日進市に本社を構え、愛知県を中心に事業を展開して

いる。 

愛知県は、リニア中央新幹線が全線開業しスーパー・メガリージョンの形成が期待される

2040 年頃を展望し、2030 年度までに重点的に取り組むべき政策の方向性を示す「あいちビ

ジョン 2030」を 2020 年 11 月に策定した。2030 年度に向けた基本目標として「暮らし」、

「経済」、「環境」の指標に加え、SDGs に関連する目標として「重要政策の方向性」を掲げ

ている。 

 

<重要政策の方向性>（一部抜粋） 

重要政策の方向性 主要な政策の方向性 内容等 

すべての人が生涯に 

わたって活躍できる 

社会づくり 

◆女性の活躍促進 

・活躍の場の拡大と職場定着の促進 

・女性をはじめとしたさまざまな主体の参画 

・働く場での女性の活躍拡大 

豊かな時間を生み出す

働き方が可能な社会 

づくり 

◆新技術を活用した効率的な働き方

の促進 

・省力化や無人化の促進 

・移動の効率性向上 

・労働時間の短縮や生産性の向上 

・職場の省力化や無人化を促進 

・MaaS や自動運転の社会実装を推進 

・移動時間の最適化や効率的な活用 

イノベーションを巻き 

起こす力強い産業づくり 

◆次世代産業の振興 

・自動車産業の振興 

・戦略的な産業集積の促進 

・CASE、MaaS 等自動車産業の変革期をリード 

・EV、PHV 等次世代自動車の更なる普及拡大 

・長年県内に立地している企業の再投資 

・産業集積や投資を促進 

持続可能な地域づくり 

◆脱炭素社会を見据えた地球温暖化

対策の推進 

・再生可能エネルギー等の導入拡大

と地産地消の推進 

・環境・新エネルギー産業の振興と

ESG 投資の呼び込み 

・廃棄物の適正処理に向けた取組 

・再生可能エネルギーの主力電源化 

・太陽エネルギーの更なる活用 

・グリーン購入の促進 

・省エネルギー設備の導入 

・再生可能エネルギーの利用 

・プラスチックごみへの対策 

・製造、流通、使用、廃棄における３Ｒ 
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（２）株式会社ワンダーランドの取り組み 

 

①従業員の働きやすい環境整備 

＜勤怠管理システム導入による適切な労働時間管理＞ 

 勤怠管理システムを導入し、時間外労働の申請もオンラインで行っている。これにより残

業時間を可視化し、長時間残業やサービス残業の防止に努めている。 

 

＜ハラスメントの防止＞ 

 毎月 1 回行う全体会議の中で、ハラスメント防止に関する勉強会の実施や、就業規則の

読み合わせを行うことで、意識の向上を図っている。 

 また、社内に相談窓口を設置し、万一問題が発生した場合に備えた体制を整備している。 

 

＜福利厚生の整備＞ 

 社内食堂の利用費用の一部を同社が負担するほか、子ども手当や住宅補助などの各種手

当の支給を行っている。 

 健康支援として、インフルエンザ予防接種費用の補助を行っている。 

 また、従業員の誕生日にはリゾートホテルの利用券を贈呈するほか、クリスマスにはケー

キのプレゼントを行うなどの取り組みを行っている。加えて、従業員が利用できるリゾート

マンションを自社で保有し、余暇の充実に向けた支援にも努めている。 

 

＜従業員同士の交流の場の提供＞ 

 年 1 回の社員旅行や忘年会、イベントの

打ち上げなど、社内交流の機会（費用は全

額会社負担）を設けることで、部署を越え

た信頼関係の構築と円滑な人間関係の形

成を図り、風通しのよい職場づくりに努め

ている。 

 

 

 

 

＜従業員のキャリア形成支援＞ 

 OJT による従業員育成のほか、従業員を外部研修へ積極的に派遣し、キャリア形成を支援

している。 

また、各種資格取得の費用を補助し、従業員の自己啓発をサポートしている。 
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②環境への対応 

＜高気密の実現による省エネルギー性の向上＞ 

 住宅の気密性を高め、夏は涼しく冬は暖かい住宅を実現するほか、冷暖房のエネルギー効

率の向上により、省エネルギーと環境負荷の軽減につなげている。 

 

ⅰ）全棟気密測定の実施 

気密性が高いほど、断熱材の性能を最大限に生かすことができるため、専用の機械を使用

して家の隙間がどのくらいあるかを詳細に測定している。気密性を明確に把握することで、

高気密な施工品質を実現している。 

 

ⅱ）高性能樹脂窓の採用 

 建物は全ての窓に樹脂フレームと Low-E ガラス、アルゴンガス入り複層ガラスを採用し、

高い断熱性能を実現している。 

 

高性能樹脂窓のメリット 

冬でも暖かい部屋を実現できる 

夏は外からの熱気の侵入を防ぐことができる 

室内の空気と窓の表面温度の差が小さくなるため、ガラスの結露を防ぐことができる 

 

 

＜高い耐久性の実現による住宅の長寿命化＞ 

 長期優良住宅の基準を基にした、耐久性の高い住宅を提供している。住宅の耐久性を高め

ることは、安全な暮らしの確保に加え、住宅の長寿命化にもつながる。既存住宅を長く有効

利用することで、省資源化に貢献するとともに、老朽化に伴う建て替えや解体の頻度を抑え、

発生する廃棄物の削減にもつなげている。 
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ⅰ）在来軸組み工法+モノコック構造 

在来工法による柱や土台の構築に加え、

その周囲に構造用合板やパネルを張るモ

ノコック構造をあわせて採用することで、

建物を強固な箱型に仕上げることができ

る。これにより地震や台風などの際に、外

からの圧力を建物全体でバランスよく受

け止めて分散させることができる。 

 

ⅱ）耐震等級３基準の設計 

 建物の設計は耐震等級 1～3 のうち最も耐震性が高い耐震等級 3 相当を目安に設計してい

る。 

 

 

 

＜環境に配慮した電力の活用＞ 

 本社で使用する電気は再生可能エネルギーを活用した CO2フリー電気を利用することで、

カーボンニュートラルに向けた取り組みを進めている。 

 

＜日常業務における環境に配慮した取り組み＞ 

石灰石を主原料とする素材を使用した名刺を採用し、紙資源の削減に努めている。 

 また、各種会議資料の電子化を社内で進め、ペーパーレス化に取り組んでいる。 
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③地域社会への貢献 

＜お客様感謝祭を通じた地域との交流＞ 

年に 1 回、顧客や地域住民を招いた感

謝祭を開催している。毎年 1,500 人を超

える参加がある。 

感謝祭では、社員が企画したさまざま

なイベントを行い、従業員、顧客、地域住

民が一体となって交流できる機会を提供

している。 

 

 

 

＜寄付・寄贈活動＞ 

同社の資金調達時にあわせて、地域への寄贈活動を行っている。これまでに、地元の保育

園への遊具の寄贈や、小学校への書画カメラやサッカーユニフォームの寄贈などを行って

いる。 

 

 

＜「ワンダーだより」の発行＞ 

 毎月 1 回、6 万部の折り込みチラシ「ワンダーだより」を発行

している。日進市内の飲食店や物販店、名所の紹介、イベントの

告知などを無料で掲載し、地域の情報を積極的に発信している。 
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４．インパクトの特定 

（１）インパクトマッピングによるインパクト分布 

 株式会社栄町リサーチ＆コンサルティングは事業性評価の分析により株式会社ワンダー

ランドの主要、関連業種を特定し、UNEP FI が推奨するインパクトマッピングからポジテ

ィブインパクト及びネガティブインパクトの分布を調査した。分布図中の「赤色」は重要な

影響があるカテゴリ、「黄色」は影響があるカテゴリを示す。株式会社ワンダーランドの事

業活動を通じて関与できるカテゴリに限定して影響を検討する。なお、川上・川下の事業者

は法人・個人を問わず幅広い領域にわたり、特定が困難であることから分析対象から除外と

している。 
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（２）インパクト分布図（掲載は主要業種のみ） 

 

【当社における事業のインパクト】 

 

ポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ

紛争

現代奴隷

児童労働

データプライバシー

自然災害

－

水

食糧

エネルギー

住居

健康と衛生

教育

移動手段

情報

コネクティビティ

文化と伝統

ファイナンス

雇用

賃金

社会的保護

ジェンダー平等

民族・人権平等

年齢差別

その他の社会的弱者

法の支配

市民的自由

セクターの多様性

零細・中小企業の繁栄

－

－

－

水域

大気

土壌

生物種

生息地

資源強度

廃棄物

業種 建築工事業 建築物仕上げ・完成業
料金制または契約制による

不動産業

4100 4330 6820

社会

人格と人の

安全保障

健康および安全性

資源とサービスの

入手可能性、

アクセス可能性、

手ごろさ、品質

生計

平等と正義

気候の安定性

生物多様性と

生態系

社会経済

強固な制度・

平和・安定

健全な経済

インフラ

経済収束

自然環境

サーキュラリティ
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ポジティブインパクト：「健康および安全性」「住居」「雇用」「賃金」「零細・中小企業の

繁栄」「気候の安定性」「資源強度」 

ネガティブインパクト：「健康および安全性」「住居」「賃金」「法の支配」「気候の安定

性」「水域」「土壌」「資源強度」「廃棄物」 

※インパクトマップ上指摘される「現代奴隷」「自然災害」「エネルギー」「健康と衛生」

「教育」「移動手段」「文化と伝統」「社会的保護」「民族・人権平等」「その他の社会的弱

者」「インフラ」「大気」「生物種」「生息地」については当社事業が与える影響が小さいた

め分析対象から除外する。 

※インパクトマップ上記載はないが、同社の事業特性に鑑み、ポジティブインパクトに

「気候の安定性」「資源強度」を追加している。 

 

主力事業である不動産売買事業および注文住宅建築事業において、同社が良質で住み心

地のよい住宅を供給することは、購入者に快適かつ安心して暮らすことができる住環境を

提供することにつながる。これにより「住居」のポジティブインパクト拡大、ネガティブ

インパクト縮小および「健康および安全性」のポジティブインパクト拡大に寄与してい

る。 

不動産売買事業においては、同社がスムーズな不動産取引を行うことで、不動産の流通

促進を通じた経済活動の維持に貢献し、「零細・中小企業の繁栄」のポジティブインパク

ト拡大に寄与している。加えて、不動産の流動性が高まることで空き家や土地の荒廃を抑

制するとともに、空き家の解体に伴う廃棄物の発生や、それに付随する土壌・河川などの

汚染リスクを抑えることにもつながる。これにより「水域」「土壌」「廃棄物」のネガティ

ブインパクト縮小に寄与している。 

また、不動産の売買時には司法書士・行政書士・土地家屋調査士などの各分野に特化し

た専門家と連携したうえで、さまざまな手続きを適切かつスムーズに行うことで、不動産

取引における「法の支配」のネガティブインパクト縮小に寄与している。 

環境面のインパクトに関して、同社の注文住宅は、耐久性・安全性が高く、長寿命につ

ながる住宅の供給や、気密性が高く省エネ性能に優れた住宅の提供に注力している。住宅

の長寿命化は「資源強度」のポジティブインパクト拡大に寄与するほか、住宅の省エネ性

の向上は「気候の安定性」のネガティブインパクト縮小に寄与している。 

また、自社で使用する電力は CO2 フリー電気を採用しており、「気候の安定性」のポジ

ティブインパクト拡大に寄与している。 

日常業務においては、各種会議資料の電子化によるペーパーレス化の推進、環境に配慮

した名刺の採用などの取り組みを進めることで、「資源強度」のネガティブインパクト縮

小、「廃棄物」のネガティブインパクト縮小に寄与している。 

従業員の雇用面に関して、ハラスメント防止に関する勉強会の実施や、勤怠管理システ

ムの導入による厳格な就業時間管理などの各種施策により従業員が心身ともに健康かつ安
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心して働くことができる体制を整備することで「健康および安全性」のネガティブインパ

クト縮小に寄与している。 

また、社員食堂の利用費補助や、子ども手当、住宅補助などの各種手当により、従業員

の経済的負担を軽減することで「賃金」のネガティブインパクト縮小に寄与している。 

従業員の育成面においては、OJT による教育のほか、外部研修への積極的な派遣や、業

務に必要な資格取得の費用補助の実施により従業員が成長できる機会を提供している。こ

れらの取り組みにより「雇用」「賃金」のポジティブインパクト拡大に寄与している。 
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（３）国内のインパクトニーズ 

 下記に示したのは、「SDGs インデックス＆ダッシュボード 2026」を参照したものであり、

「SDGs 達成を緑色」、「課題が残っている SDGs を黄色」、「重要な課題を橙色」、「主要な課

題を赤色」としている。 

 「4.インパクトの特定」において株式会社栄町リサーチ＆コンサルティングが特定した株

式会社ワンダーランドのインパクトと対応する SDGs のゴール「8、9、11、12、13」につ

いて、多くが課題のあるゴールに該当するものとなっており、国内のインパクトニーズと整

合的である。 

 

 

特定したインパクトカテゴリー 対応する SDGsのゴール 

「住居」 9「産業と技術革新の基盤をつくろう」 

11「住み続けられるまちづくりを」 

「気候の安定性」「廃棄物」 12「つくる責任、つかう責任」 

13「気候変動に具体的な対策を」 

「健康および安全性」「雇用」 8「働きがいも経済成長も」 
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（４）特定したインパクトに対するあいち銀行およびあいちフィナンシャルグループの方

向性との確認 

 あいち銀行およびその親会社であるあいちフィナンシャルグループは、経営ビジョンの

パーパスに「金融サービスを通じて、地域社会の繁栄に貢献します」を掲げ、その理念の下、

事業活動を通じ「持続可能な社会の実現」と「当社グループの持続的な成長」を目指してい

る。あいちフィナンシャルグループではサステナビリティ方針として「環境課題への対応方

針」「社会課題への対応方針」「サステナビリティ推進体制」を定めており、上記分析で特定

した株式会社ワンダーランドの事業活動によるインパクトは、あいちフィナンシャルグル

ープのサステナビリティ方針と整合的である。 
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５．測定するKPI 

（１）住宅の安定供給、不動産流通促進による地域活性化への貢献 

項目 内容 

インパクトの種類 社会面でのポジティブインパクトを拡大 

インパクトエリア・ 

トピック 

「住居」 

関連する SDGs   

               

対応方針 ・顧客に寄り添った営業活動を通じて満足度を高め、地域におけ

る存在感の確立を図る 

・不動産売買、新築、リフォームそれぞれの分野での事業拡大に

より、顧客の住宅に関するあらゆるニーズに対応することで、

地域の快適な住環境の維持に貢献する 

・新店舗の展開により営業エリアを拡大するとともに、地域密着

型営業との両立を図る 

・ホテル・カフェ運営の事業拡大による地域の癒しの場の創出 

KPI・目標 ①2031 年 3 月期までに仲介売上を 210 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：85 百万円、2025 年 3 月期：88 百万円、2024

年 3 月期：58 百万円） 

②2031 年 3 月期までに宅地売上を 227 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：133 百万円、2025 年 3 月期：136 百万円、2024

年 3 月期：140 百万円） 

③2031 年 3 月期までに新築住宅売上を 132 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：34 百万円、2025 年 3 月期：41 百万円、2024

年 3 月期：63 百万円） 

④2031 年 3 月期までにリフォーム売上を 80 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：61 百万円、2025 年 3 月期：18 百万円、2024

年 3 月期：27 百万円） 

⑤2031 年 3 月期までにホテル・カフェ売上を 41 百万円に増加さ

せる 

（2026 年 3 月期：23 百万円） 

 

（２）環境に配慮した事業活動の展開 

項目 内容 

インパクトの種類 環境面でのネガティブインパクトを縮小 

インパクトエリア・ 「気候の安定性」「廃棄物」 
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トピック  

関連する SDGs  

 

対応方針 ・再エネ由来電力の利用継続 

・資材の効率的な発注、資材ロスの少ない設計への注力 

KPI・目標 ①自社（本社）の電力使用による CO2 排出量ゼロを維持する 

（2026 年 3 月期：0ｔ-CO2、2025 年 3 月期：2.63ｔ-CO2、2024

年 3 月期：2.62ｔ-CO2） 

②2031 年 3 月期までに注文住宅部門が建設する住宅の延床面積 1

㎡あたりの廃棄物量を 2026 年 3 月期比で 10%削減する 

（2026 年 3 月期：1 ㎡あたり 0.145 ㎥） 

 ※総延床面積：1,322.8 ㎡、総廃棄物量：192.4 ㎥ 

 

（３）多様な人材が活躍・成長できる職場づくり 

項目 内容 

インパクトの種類 社会面でのポジティブインパクトの拡大 

社会面でのネガティブインパクトの縮小 

インパクトエリア・ 

トピック 

「健康および安全性」「雇用」 

関連する SDGs       

対応方針 ・社内安全ルールの順守 

・従業員の交流の場の充実、社内研修体制の充実等による誰もが

前向きに働きたいと感じられる職場環境の整備 

KPI・目標 ①労働災害件数ゼロを達成・維持する 

（2026 年 3 月期：1 件、2025 年 3 月期：0 件、2024 年 3 月期：

0 件） 

②2031 年 3 月期までに仲介営業パーソンの宅地建物取引士資格取

得者を 8 名に増加させる 

（2026 年 3 月期：4 名） 

③2031 年 3 月期までに女性営業パーソンを 10 名に増加させる 

（2026 年 3 月期：6 名） 

④2031 年 3 月期までに外国人従業員を 1 名雇用する 

（2026 年 3 月期：0 名） 
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６．インパクトの管理体制 

 株式会社ワンダーランドは、最高責任者を佐々社長として組織的にインパクトの管理体

制を整備している。また、佐々社長を中心にサステナビリティ経営の充実に向けた施策の検

討及び実施・検証する体制を構築している。 

 

＜管理体制＞ 

最高責任者 佐々 佳広 

担当部署 代表取締役 

 

７．モニタリング方法 

 PIF で設定した KPI の進捗に対するモニタリングは、株式会社栄町リサーチ＆コンサル

ティングおよび株式会社あいち銀行の担当者が年 1 回以上の協議にて確認する。 

 協議において、株式会社ワンダーランドは設定した KPI の達成度について情報を開示す

る。株式会社栄町リサーチ＆コンサルティングおよび株式会社あいち銀行は、達成度・進捗

度を確認・検証したうえで、必要があれば KPI の修正を検討し、同社に対して適切な助言

を行い支援する。 

また、モニタリング実施状況については、株式会社格付投資情報センター（R&I）による

包括的な年次レビューを受ける。 

 

８．総括 

 本件については、UNEP FI の「ポジティブインパクト金融原則」に準拠したファイナン

スであり、株式会社ワンダーランドの事業活動がポジティブインパクトの増大およびネガ

ティブインパクトの低減につながることを確認した。また、KPI 達成に向けた取り組みやモ

ニタリングを通じ、持続的な ESG および SDGs への貢献につながる取り組みであることを

確認した。 

 

以 上 
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あいち銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2026年 10月 30日 

 

株式会社ワンダーランド サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：石井 雅之 

 
格付投資情報センター（R&I）はあいち銀行がワンダーランドに対して実施するポジティブインパクトファイナンスに

ついて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合し
ていることを確認した。 

R&I は別途、あいち銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認して
いる 1。今回のファイナンスに関してあいち銀行および栄町リサーチ&コンサルティングの調査資料の閲覧と担当者
への質問を実施し、実施体制が本件に適用されていることを確認した。 

あいち銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社ワンダーランド 

所在地 愛知県日進市 

設立 1997 年 4 月 

資本金 30 百万円 

事業内容 不動産の売買、仲介ならびに駐車場管理業務、新築住宅、増改築、リフォーム工事、土

木外構工事の設計・施工・管理、不動産に関するコンサルティング業務、土地、建物の有

効利用に関する企画・調査・設計、ホテル・カフェ運営 

売上高 1,872 百万円（2026 年 3 月期） 

従業員数 46 名（2026 年 4 月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

あいち銀行および栄町リサーチ&コンサルティングは対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行
い、バリューチェーンの各段階において発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応さ
せてインパクトニーズを確認した。また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合
性について、持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確
認した。 

 

(3) インパクトの評価 

あいち銀行および栄町リサーチ&コンサルティングは特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内
容を整理して KPI を設定した。ポジティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断
した。また、あいちフィナンシャルグループが掲げるサステナビリティ方針と方向性が一致することを確認した。 

 

 
1 2025 年 10 月 31 日付セカンドオピニオン「あいち銀行 ポジティブ・インパクト・ファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/10/news_release_suf_20251031_jpn.pdf 
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① 住宅の安定供給、不動産流通促進による地域活性化への貢献 

インパクトの種類 社会面でのポジティブインパクトを拡大 

インパクトエリア・トピック 「住居」 

関連する SDGs 

   

対応方針 ・顧客に寄り添った営業活動を通じて満足度を高め、地域における存在感の確

立を図る 

・不動産売買、新築、リフォームそれぞれの分野での事業拡大により、顧客の

住宅に関するあらゆるニーズに対応することで、地域の快適な住環境の維持

に貢献する 

・新店舗の展開により営業エリアを拡大するとともに、地域密着型営業との両立

を図る 

・ホテル・カフェ運営の事業拡大による地域の癒しの場の創出 

KPI・目標 ① 2031 年 3 月期までに仲介売上を 210 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期 85 百万円、2025 年 3 月期：88 百万円、2024 年 3 月

期：58 百万円） 

② 2031 年 3 月期までに宅地売上を 227 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：133 百万円、2025 年 3 月期：136 百万円、2024 年

3 月期：140 百万円） 

③ 2031 年 3 月期までに新築住宅売上を 132 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：34 百万円、2025 年 3 月期：41 百万円、2024 年 3

月期：63 百万円） 

④ 2031 年 3 月期までにリフォーム売上を 80 百万円に増加させる 

（2026 年 3 月期：61 百万円、2025 年 3 月期：18 百万円、2024 年 3

月期：27 百万円） 

⑤ 2031 年 3 月期までにホテル・カフェ売上を 41 百万円に増加させる     

（2026 年 3 月期：23 百万円） 

 
② 環境に配慮した事業活動の展開 

インパクトの種類 環境面でのネガティブインパクトを縮小 

インパクトエリア・トピック 「気候の安定性」「廃棄物」 

関連する SDGs 

   

対応方針 ・再エネ由来電力の利用継続 

・資材の効率的な発注、資材ロスの少ない設計への注力 

KPI・目標 ① 自社（本社）の電力使用による CO2 排出量ゼロを維持する     （2026

年 3 月期：0ｔ-CO2、2025 年 3 月期：2.63ｔ-CO2、2024 年 3 月期：2.62

ｔ-CO2） 

② 2031 年 3 月期までに注文住宅部門が建設する住宅の延床面積 1 ㎡あ

たりの廃棄物量を 2026 年 3 月期比で 10%削減する 

（2026 年 3 月期：1 ㎡あたり 0.145 ㎥） 

 ※総延床面積：1,322.8 ㎡、総廃棄物量：192.4 ㎥ 
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③ 多様な人材が活躍・成長できる職場づくり 

インパクトの種類 社会面でのポジティブインパクトを拡大 

社会面でのネガティブインパクトを縮小 

インパクトエリア・トピック 「健康および安全性」「雇用」 

関連する SDGs 

 

対応方針 ・社内安全ルールの順守 

・従業員の交流の場の充実、社内研修体制の充実等による誰もが前向きに働

きたいと感じられる職場環境の整備 

KPI・目標 ① 労働災害件数ゼロを達成・維持する 

（2026 年 3 月期：1 件、2025 年 3 月期：0 件、2024 年 3 月期：0 件） 

② 2031 年 3 月期までに仲介営業パーソンの宅地建物取引士資格取得者を 

8 名に増加させる 

（2026 年 3 月期：4 名） 

③ 2031 年 3 月期までに女性営業パーソンを 10 名に増加させる 

（2026 年 3 月期：6 名） 

④ 2031 年 3 月期までに外国人従業員を 1 名雇用する 

（2026 年 3 月期：0 名） 

(4) モニタリング 

あいち銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につ
いて共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 
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